
 

 

 

さわやかな5月の風が、園庭のこいのぼりを元気に泳がせています。

新年度が始まって一か月が経ちますが、子どもたちは保育園生活の流

れを何となく理解し始め、精神的にも落ち着きが見え始めています。「こ

こにいけばおもちゃがあるな！」、「この隅っこが落ち着くんだよなあ！」、

「お母さんみたいなお父さんみたいな“せんせい”(…と呼ばれている人

物)を頼るしかないな」、と小さいながらも子どもたちは様々なことを考

え、発見し、自分の居心地のいい空間を作り出しているようです。 

これから子どもたちは、年齢に合った基本的な生活習慣を身につけて

いきます。とは言っても、一方的に大人が指示を出して身につけさせて

いくものではありません。生活の中で、課題にぶつかった時にどのよう

に対応すればいいのか一緒に考えながら、また子どもたち自身が生活

しやすいように助言をしながら進めていきます。繰り返し伝えていくこと

で、子ども自身の考える力、生きる力を育てる一助になればと思ってい

ます。したがって、保護者の方にも、ながい目で焦らず対応していただき、

他の子と比べず接していただきたいと思っています。

そして、何より親子でスキンシップをとることで子ど

もの安定した心の基礎がつくられていきますので、

一日 10秒で結構です、しっかりわが子を抱きしめ、

じゃれ合っていただければうれしいです。 

  

           

4 月１８日(木)、嘱託医の本間小児科の先生による 1 回目の内科

健診が行われました。すみれ、たんぽぽ、さくら組さんはお昼寝

から起きた子から受診しました。本間先生と向き合うと、「あっ 

見たことある」と顔なじみの子たちもいましたが、顔見知りだろ

うがそんなの関係ない「いやなものはいや！」と泣いて拒む子も

いました。一方、もも、ふじ、ばら組さんは本間先生の前に行っ

たら、名前を言い受診後は「ありがとうございました」と挨拶が

できていました。緊張した面持ちの中でも上手に受診ができてい

ました。健診の結果、特に気になる症状の子はいませんでした。 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      「

毎月一回、その月にお誕生日を迎える子どもたちがみんなから祝福を

受ける誕生会があります。一番の主役です。名前を呼ばれてみんなの

前に登場！どことなく誇らしげで、でもちょっぴり恥ずかしさも。保護者の

皆さんからわが子へ向けて“お祝い

メッセージ”を準備してもらい、それを

誕生会の場で読ませていただきます。

子どもたちは、とてもうれしそうにきい

ていましたよ。 

(もも、ふじ、ばら組の誕生会の様子)  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

               

5月のささやまっこだより 

令和 6年 5月 1 日 

篠山保育園  

園長 足立善一郎 
５月の行事予定表  

11日(土)  園内研究会【職員会】 

21日(火)  避難訓練 

24日(金)  誕生会 

20 日…えいごであそぼう(ばら組) 

13、27 日…えいごであそぼう(ふじ組)  

 
 
   6月の行事予定表   
 

15日(土) 園内研究会【職員会】 

 19日(水) 第 1回歯科検診(9：30～) 

20日(木) 避難訓練 

 25日(火) 誕生会 

3、17 日…えいごであそぼう(ばら組) 

10、24 日…えいごであそぼう(ふじ組) 

    【保育参観日程】（年間行事表参照） 

 6月       6 月 

4 日 もも組     11・12 日 さくら組 

  5 日 ふじ組     13・14 日 すみれ・たんぽぽ組 

  6 日 ばら組 

「保育園を休んではいけないの？」 

保護者の方のお仕事がお休みの日は、どうぞお子さんとお過

ごし下さい。「保育園を休んではいけないのでは」と思っている

方もおられるようなので。又、お子さんの体調が悪い時には無

理して登園するよりは、しっかり一日休まれた方が長引かせず

に済みますし、お仕事への影響も少なくなるのではないかと思

います。子どもの病気への免疫力が衰えている時にはお父さん

お母さんのそばにいることがなによりもの薬になります。 

 

『おおきなこいのぼりをつくったよ！』 

ばら組さんが、「おおきいこいのぼり」を作

りました。園庭のこいのぼりと一緒に“ゆう

ゆう”と泳いでいます。 

情緒と創造力をふくらませよう   

  

ことばがしゃべれるようにな 

ると、いろんなものに興味をもち、 

「なあぜ？」「どうして？」と、四六 

時中いろいろと聞いてきます。 

相手する大人は、「おもしろい 

なあ」と思ったり、時には「あーうるさい」と感じたり。 

さてこんな時、皆さんはどのように応じているでしょう。 

例えば、かみなりが「ピカッ、ゴロゴロ」となった時に、「あれは、雲の中で電気

がね…」と教えるのは確かに正解です。しかし正解を与えられてしまったら、そ

の子の「なあぜ？」はそこでおしまいです。「不思議だねえ、何だろう？どうして

だと思う？」と言われれば、子どもは一生懸命に考えます。 親や大人が解決し

てあげることは簡単ですが、自分で考え、夢をふくらませることで、子どもの情

緒や創造力は育っていきます。たくさんの「なあぜ？」とたくさんの「どうして？」

が出てくる環境（自然とふれあい、生きた体験）に出会わせ、子どもに創造さ

せる受け応え（すぐに答えをださない）を工夫すると、子どもたちの情緒と創造

力はみるみる育っていくように思います。保育園でも、その一端が担えたらと考

えています。 

ダンゴムシを探せ！ 
毎月「ささやまっこだより」

裏面に、全クラスの様子を

載せていきます。そちらも

合わせてご覧ください。 


